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1０バイオテクノロジー手法による薬用植物の大量増殖

課題名

試験研

究年次

アシタパの大量増殖のための体細胞歴の形成手法

１～２年（完了）

Ｉ目的

分類 ②

地域振興作物として有望であり、動脈硬化や高血圧の予防に効果がある薬用
植物アシタバの大量増殖を行うため、基礎となる体細胞服の形成手法を確立す
る｡

Ⅱ試験方法

１供試作物・部位アシタバの葉柄、ｉ約5mmの大きさ
２カルスの形成

(1)基本培地の検討ＭＳ、Ｎ６、Ｂ５の無機塩
ＭＳ Ｎ６，Ｂ５の有機物 ．

９通りの組み合わせ
、

ショ糖309/２，２，４－，１mg/２，ゲランガム29／２，ｐＨ５．８
(2)ショ糖濃度の検討

｜I

ＭＳ培地にショ糖を５，１０、 20,30,50,100,150,2009／２添加

2,4-,1mg/２、ゲランガム29/jQ、ｐＨ５．８
(3)硝酸アンモニウム濃度の検討

ＭＳ培地の硝〔酸アンモニウム0,200,400,800,1600,3200mg／２

ショ糖309/２，２，４－，１mg/２、ゲランガム29/２、ｐＨ５．８●

(4)培養条件９０mmシャーレに9個ずつ3反復、２５℃、暗黒条件、６０日間

３カルスの形成期間の検討

ショ糖309/｣０，２，４－，１mg/Ｒ、ケランガム29/２添加したＭＳ培地でカル
スを形成させ、１週間毎にカルスの重量を測定。

４体細胞旺の形成

(1)培地ＭＳ培地、2,4-D無添加、ショ糖309/jQ、ケランガム２９/2
(2)培養条件２５℃、約3,000ルクス、１６時間照明
５アシタバの植生、薬効

セリ科の多年生植物で、関東地方の太平洋岸、伊豆七島に自生する。若葉

を天ぷら、おひたし、青汁などにして利用する。また、５～７月頃の若葉を乾

燥後、煎じて飲むと高血圧、動脈硬化の予防や血糖降下、強壮、肝臓病に効

果がある。

Ⅲ主要成果の概要

2,4-,1mg/Ｒ（データ省略）、ショ糖20～309/２ 、 硝酸アンモニウム1600mｇ

/２のＭＳ培地で、アシタバの葉柄を、２５℃、暗黒条件下で２週間培養して得ら

れる若いカルス１９から約1,100個の多量の体細胞服を得ることができる．
１体細胞狂を効率的に形成させるためには、基本培地として、ＭＳの無機塩
とＭＳの有機物を組み合わせる。

２体細胞歴の形成を良くするには､ＭＳ基本培地にショ

し、硝酸アンモニウムの濃/度は1600mg/２とする。

糖を２０～309／２添加

３カルスが老化するに従って、カルス重量『は増加するが、体細胞庇の形成能
力は低下するので、体細胞歴の形成には、培養２週間程度の若いカルスを用
いるロ
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表アシタバの体細胞庇形成に及ぼす基本培地の影響（２年）
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第２表アシタバの体細胞雁の形成に及第３表アシタバの体細胞歴の形成に及ぼす
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第４表アシタバの体細胞歴の形成に及ぼすカルス形成期間の影響(２年）

培養期間 培養数
平均カル体細胞歴

ス重量形成カルス数形成率形成

０週 9.3ｍｇ’0個、0個 ｏ％
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Ｖ成果の評栖と取扱上の留意点
１アシタパの大量増殖の基礎的な技術として利用できる。

２体細胞旺の形成能力を持つカルスの誘導は暗黒条件下で行う。

Ⅵ今後の研究上の問題点

パイオナーサリーシステムによる育苗法の開発。
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